
 ６月16～19日、市議会は市内で移住

サポートを行っている４つの団体と懇

談し、移住者の受け入れの状況や運営

にあたっての苦労話などを聞きまし

た。 

 このうち、安塚区の｢お試し移住シェ

アハウスわっしょいハウス｣では、運営

交流団体わっしょいハウス倶楽部の中

村真二代表と地元朴の木集落の二人の

みなさんに話を聞きました。 

 地元からは、｢安塚ではこれまでも空

き家を利用した移住の取組があった

が、地元になじめずに去る例が多かっ

た。こうしてお試しで地元になじむの

は大事｣｢運営の中村さんは集落の道普

請にも参加したり隣集落とのイベント

で活躍したり、地元になじんでいる。

期待している｣との声が出され、地元と

の信頼関係が何よりも大切であること

がわかりました。 

 中村さんは、｢倶楽部は市内

全域での移住受け入れを考え

ている。人間関係を作る中で

ここが見つかった。大浦安で

はどんどん施設がなくなって

いる。その反面、刀や体操ア

リーナに大きな金を使おうと

しているのはやるせない。地

元の住民は寂しさを実感して

いる｣と語り、市政の方向に一

石を投じました。 

 そして、｢今後、中心市街地

と中山間地の連携を図っていき

たい｣と意欲を語りました。 
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